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今
年
は
も
う
海
に
行
か
れ
ま
し
た

か
。
青
い
空
、
白
い
雲
、
か
が
や
く
水

面
と
砂
浜
・
・
・
。
海
開
き
前
に
は
ご

み
拾
い
が
行
わ
れ
砂
浜
が
き
れ
い
に
保

た
れ
て
い
ま
す
。
集
ま
る
海
洋
ご
み
に

は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
海
洋

ご
み
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
の

が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
で
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
自
然
の
中
で
分
解

さ
れ
な
い
た
め
、
景
観
以
外
に
も
生
態

系
や
漁
業
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
世
界
中
で
死
ん

で
し
ま
っ
た
海
鳥
や
魚
の
胃
の
中
か
ら

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、

ポ
リ
袋
な
ど
を
エ
サ
と
間
違
え
て
食
べ

て
し
ま
う
こ
と
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
近
年
で
は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
中
で
も
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

と
呼
ば
れ
る
５
ｍｍ
以
下
の
小
さ
な
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
食
物
連
鎖
に
取
り
込

解 説

魚プ
ラ
ン
ク
ト
ン

貝
🅐🅑🅒

甲賀市は2050年
カーボンニュートラル
を目指しています。

甲賀市環境
未来都市宣言

エ
コ
ク
イ
ズ

🅐　魚

川
や
海
に
流
れ
込
み
問
題
と
な
っ
て
い
る

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
。
２
０
５
０
年

に
は
海
洋
中
の
○
○
○
○
全
体
の
重
さ
よ

り
多
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
○
○
○
に
入
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
。

た
。
こ
の
舌
下
免
疫
療
法
は
、
花
粉
症

（
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
）
の
原
因
と
な

る
「
ア
レ
ル
ゲ
ン
」
を
含
む
お
薬
を
服

用
す
る
事
で
、
花
粉
症
に
よ
る
症
状
の

改
善
が
期
待
で
き
る
治
療
法
で
、
ス
ギ

花
粉
症
以
外
に
も
ダ
ニ
に
よ
る
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
に
対
し
保
険
が
適
応
さ
れ

ま
す
。
＊

　

公
立
甲
賀
病
院
で
は
、
２
０
１
４
年

か
ら
舌
下
免
疫
療
法
を
開
始
し
、
多
く

の
方
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
例
年
、
春

先
の
ク
シ
ャ
ミ
・
鼻
水
・
鼻
づ
ま
り
等

の
鼻
炎
症
状
で
お
悩
み
の
方
や
、「
効
果

は
あ
る
け
れ
ど
も
お
薬
を
減
ら
し
た
い
」

な
ど
の
希
望
が
あ
る
方
は
、
お
近
く
の

医
療
機
関
で
ご
相
談
の
上
、
舌
下
免
疫

療
法
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

＊
ヒ
ノ
キ
花
粉
症
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
保

険
適
応
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

甲
賀
市
は
、
東
に
鈴
鹿
山
脈
・
南
に

信
楽
山
地
、
一
級
河
川
で
あ
る
野
洲
川

や
大
戸
川
・
杣
川
が
流
れ
る
自
然
豊
か

な
ま
ち
で
、
市
全
体
に
お
け
る
森
林
の

面
積
は
約
70
％
を
占
め
ま
す
。
昨
年
6

月
に
は
、
甲
賀
町
の
「
鹿
深
夢
の
森
」

を
主
会
場
と
し
て
「
第
72
回
全
国
植
樹

祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
か
ら
、
毎
年
２
月

頃
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
が
終
わ

る
５
月
初
旬
ま
で
は
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の

花
粉
症
（
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
）
に
悩

ま
さ
れ
る
方
も
多
い
も
の
と
思
い
ま
す
。　
　

　

花
粉
症
の
治
療
は
、
点
鼻
ス
テ
ロ
イ

ド
薬
や
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
等
を
中
心
と

し
た
お
薬
に
よ
る
治
療
が
主
流
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た
お
薬
に

よ
る
治
療
は
即
効
性
が
期
待
で
き
る
反

面
、
お
薬
を
や
め
る
と
症
状
が
再
燃
す

る
事
や
症
状
が
重
い
人
に
は
効
果
が
乏

し
い
事
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
薬
は
眠
気
や
ふ
ら
つ
き
等
の
副

作
用
が
問
題
と
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
近
年
花
粉
症
に
対
す
る

体
質
を
根
本
的
に
改
善
す
る
治
療
と
し

て
「
舌
下
免
疫
療
法
」
が
登
場
し
ま
し

ま
れ
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
、
衣
料
品
の
合
成
繊
維
や
洗
顔
料

な
ど
様
々
な
も
の
か
ら
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
紫
外
線

や
水
の
流
れ
の
中
で
だ
ん
だ
ん
砕
け
て

小
さ
く
な
る
こ
と
で
も
生
じ
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
が
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
徹
底
や
な
る
べ
く
自
然
素
材
の
衣

料
品
を
選
択
す
る
な
ど
し
て
少
し
で
も

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
流
出
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

（ 上 ） ボ ラ ン テ ィ ア と　　　
観光関係者での清掃活動

（下）海浜約6キロにごみ
が散乱

健康維持のためにゆる～く楽しむ
第11回ふれあい

ゆるスポフェスティバル
　「第11回ふれあいゆるスポフェスティバル」
が7月1日（土）に、水口体育館で開催されました。
　このイベントでは、体組成計測定や有酸素運
動などに加え、室内でカーリングができるよう
に考案された「カローリング」や、目標となる
白いボールにどれだけ自分のチームのボールを
多く近づけられるかを競う「ボッチャ」の体験
が行われました。
　参加者は年齢や体力などに関わらず、競技を
楽しんでいました。

　「第15回甲賀流忍者検定」が6月18日（日）
に忍の里プララで開催されました。
　全国から100人以上が集まり、初級、中級、
上級に分かれ、忍者の知識などを問う筆記試
験や、手裏剣投げなどの実技試験に挑みまし
た。
　初級は、コスプレが加点対象になることも
あり、さまざまな忍者の衣装に扮する受験者
で賑わっていました。
　受験者の中には、去年のリベンジとして挑
んでいる方も多くおられました。さて、無事
合格して忍者に一歩でも近づけられたでしょ
うか？

本を通じて地域に貢献「30年」
～日之出水道機器株式会社様からのご寄付～

　土山町に物流センターを構える日之出水道機器株式
会社様から、土山図書館の図書購入のため30万円を寄
付いただきました。
　「本を通じて、地域のみなさんに貢献したい」とい
う思いから、図書館開館翌年から30年間毎年ご寄付い
ただいており、寄付金額合計は1,000万円以上となり
ます。
　高齢者や目の見えにくい方に人気の大活字本を中心
に購入させていただき、現在までに3,291冊を数える
までになりました。
　これからも読書環境の充実のため、大切に使わせて
いただきます。

土山図書館の大
活字本コーナー

上級試験
（はしごづくり）
に挑む受験者

全国の忍者集まる！！
甲賀流忍者検定

授与式の様子（中筋滋賀
物流センター所長（左）
と立岡教育長（右））

白いボールに向かって
ボールを投げる参加者

集う受験者
（忍者）たち

「カローリング」
を楽しむ参加者
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